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内容梗概
　

　昨今、各家庭で多くの家電製品を所有し使用するようになった。また、ネットワーク環境

もなくてはならないものとなっている。そして、各家電製品を通信機器で繋げる DNLA、

ホームネットワークシステムを利用し携帯電話から各家電製品や電気機器を操作できるも

の、スマートフォンで家電製品を遠隔操作出来るようになるものなど家電製品で出来るこ

とが増えている。ただ、そういった便利なものがある中で制約として、大掛かりなシステム

の導入が必要な場合が多く、一人暮らしをしている利用者などはなかなかそういったシス

テムの導入が難しい。

　そこで、一人暮らしをしている利用者でも利用可能な低コストシステムとして既存技術で

ある家電製品とネットワーク環境を組み合わせたシステムに、リモコン信号のモニタリング

機能を追加し、家電製品に付属する低機能の専用リモコンで複数の家電製品を操作で

きるようにすることにより、家電用リモコンの高性能化を図るシステムを提案する。

　このシステムにより、一人暮らしをしている利用者でも低コストで便利な家電機器の利用

が可能になる。
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第１章　はじめに

１.１　研究目的

　昨今、さまざまな家電製品が商品化され各個人個人で多くの家電製品を所有し

使うようになった。また、FTTHや ADSLなどの普及により、ネットワーク環境もな

くてはならないものとなった。ホームネットワークという、ITホームゲートウェ

イと家電製品をネットワークで繋げることにより、家電製品の遠隔操作などさま

ざまなサービスが利用できるというものである。しかしホームネットワークを利

用するには大掛かりなシステムの導入が必要になってしまう。そうなると、マン

ションに一人暮らしをしているような利用者ではサービスを受けることがむずか

しい。

　低コストで導入でき、なおかつホームネットワークに負けない便利なサービス

を提供する商品としてiRemoconがある。これは無線LANの環境が自宅にあれば簡

易ネットワークを構築でき、iPhone・iPadをリモコンとして複数の家電製品を同

時または時間差で制御でき、外出先からの遠隔操作も出来るものである。

　本研究ではこれに加えて新たに家電に付属のリモコン信号のモニタリング機能

を追加したシステムを考えた。iRemoconが iPhone・iPadからの制御入力だけを対

象にしていることに対して家電用リモコンの信号もモニタリング対象にすること

で、各家電製品の利用状況、使い方などの情報をサーバー上に取得することが出

来るので、その情報を元に、iRemoconの複数の信号を同時に出力出来る機能と組

み合わせて、１回の家電用リモコン操作で室内の複数の家電製品を切ることを可

能にするシステムを提案する。



第２章　既存技術

２.１　概要

　今回の研究は一般のホームネットワークで出来ることを、ワンルームのマン

ションに一人暮らしをしているような利用者にも利用出来るようにするためのも

のであり、その中でネットワーク構築する機器を家電製品に絞ることと、

iRemoconという機器を利用することで、限られた中でより便利な利用をするため

のものである。

　そこで、ホームネットワークの既存技術とiRemoconについての説明を以下に示

す。

２.２　東芝　フェミニティ
　フェミニティとは東芝ライテック株式会社から提供されているサービス名称で

あり、ホームネットワークシステムである。利用者の利用方法にあわせてITホー

ムゲートウェイと家電製品や電気錠などの各機器とLANケーブルやBluetooth(無

線技術)によりネットワークを構築することによりさまざまなサービスを受けられ

るものである。具体的には外出先から不在に気づかれないように、照明の点灯／

消灯操作やエアコンを運転／停止操作・運転モードの切換えができたり、玄関の

施錠状態を確認し忘れていた場合は施錠もできます。また、不在時でも、来訪を

メールで知らせ、画像も見られるので、誰が来たのかも確認できます。給湯器・

床暖房も外出先から携帯電話で操作できるので帰宅に合わせて操作することによ

り快適な生活を送ることができる。このような外出先からの携帯電話を利用した

操作・確認の他に専用の機器を接続することにより家庭の分電盤（ブレーカー）

ごとの消費電力を確認することが出来るようになり、省エネ意識の向上に役立て

ることが出来る。

図 1:機器配線イメージ



２.３　Panasonic　 ライフィニティ
　 ライフィニティは Panasonic から提供されているサービスの名称であり、ホームネットワー

クシステムである。こちらも東芝のフェミニティと同様に家電製品や設備機器をネットワー

クでつなぎ便利な機能を提供しようという商品である。また、多くのサービスはフェミニティ

と同様で携帯電話を利用し、来客の確認、施錠の確認・解除、施錠の遠隔操作、照明の

ON・OFF の操作、エアコン・床暖房などの外出先からの操作などのサービスが利用でき

る。また、深夜や外出時に侵入者を検知すると、警報音で知らせたり、火災が起こったと

きに携帯電話にメールで知らせるサービスなども提供している。

図 2:消費電力表示例（パソコン）

図 3:ライフィニティ



２.４　iRemocon
　iRemoconとは株式会社グラモから販売されている商品であり、複雑なネット

ワーク構築を必要とせず、無線LANの環境が自宅にありこの商品とiPhoneか iPad

を用意すれば簡単なホームネットワークを構築でき、さまざまな機能が利用可能

になるという機器である。特徴としてはiPhone・iPadに専用のアプリをダウン

ロードし設定することによりiPhone・iPadをリモコンとして操作出来るようにな

り在宅中や外出先から自宅の家電製品をiPhone・iPadでコントロール出来るよう

になる。また、マクロ機能もありiRemoconのアプリを編集することにより複数の

家電製品を一つの操作で同時または時間差で制御出来るように設定できる。同ア

プリによりタイマー機能も設定可能で予め、日時と送信する信号を登録しておく

ことにより、指定した時間に自動的に家電をコントロールさせることができる。

それにより機器の自動コントロールや、防犯用途などさまだまな利用用途が広が

る。

図 4:セキュリティサービス

図 5:iRemocon



第３章　提案手法

３.１　既存技術の問題点

　前章で述べたフェミニティやライフィニティなどのホームネットワークシステ

ムを導入することができれば、家電製品だけではなくさまざまな機器とネット

ワークを構築することができ、多くの便利な機能を利用することができる。ただ

し、システムの導入には高いコストがかかり、また、戸建ての住宅なら導入しや

すいが、本研究の対象者のようにマンションで一人暮らしをしているような利用

者ではシステムの導入自体が困難である。

　そこで、本研究ではiRemoconを利用した簡易ネットワークをに着目した。だが、

iRemoconの機能にはいくつかの問題点がある。まず、iPhone・iPadでのみ操作可

能なので、家電用リモコンを利用できない、そのため家電用リモコンの信号を無

視してしまい、iRemocon利用時に家電用リモコンで操作してしまうと、現在の利

用状況が確認出来なくなる。次に、iRemoconは iPhone・iPadでのみ操作可能であ

るが、それらの機器は利用に慣れていない方または年長者には利用しにくい。さ

らに、毎回iPhone・iPadの専用アプリを起動しないといけない。１回の操作で複

数の家電製品を同時制御出来るという利点はあるが、アプリの起動時間などを考

えると在宅中に関しては家電用リモコンを複数操作した方が便利な場合もあり、

この機器の利点が失われている。

３.２　提案手法

　今回提案するシステムはiRemoconの問題点としてあがっている点について改善

し、新たに便利なシステムを構築するものである。

　まず、iRemoconを改良して家電用リモコンの信号を受信できるようにする。

iRemoconには元より家電用リモコンの赤外線信号を覚える為の信号受信部が付属

されているのでプログラムを書き換え常に家電用リモコンからの赤外線信号を受

信するようにする。さらにiRemoconをサーバーと繋ぎ各家電機器の利用状況を受

け取れるようにしモニタリング機能を付加する。これにより、iRemoconで現在の

家電製品の利用状況を把握出来るようにする。これらの機能を付加することによ

り、iRemoconで家電用リモコンの信号を受け取れるようになり、現在使用してい

る家電製品も把握できるようになる。

　それらの機能とiRemoconの家電製品を同時制御出来る機能を利用し次のシステ

ムをプログラムする。外出時/就寝時・起床時/テレビ鑑賞時・帰宅時・ＤＶＤ鑑

賞時・音楽鑑賞時それぞれのシーンに合わせて、その時に利用する家電製品をプ

ログラムしておく。また、プログラムする時にそれぞれの利用者に合わせたプロ

グラムを行い、誤作動の少ないように考慮する。例えば 外出時/就寝時は照明器

具の電源を照明器具専用リモコンで切ったときを外出時・就寝時と仮定しすべて



の家電製品を切り、 帰宅時は照明器具の電源を照明器具専用リモコンで入れたと

きを帰宅時と仮定し照明器具とエアコンを起動させその他の機器の電源が入って

いれば切る。起床時/テレビ鑑賞時はテレビ用リモコンの電源を入れると起床時/

テレビ鑑賞時と判断し照明器具・エアコン・テレビを起動させレコーダー・音楽

コンポの電源が入っていれば切る。同様にＤＶＤ鑑賞時はレコーダー用リモコン

で電源を入れると照明器具・エアコン・テレビ・レコーダーを起動させ音楽コン

ポの電源を確認し起動していれば切る。そして、音楽鑑賞時は音楽コンポ用リモ

コンで音楽コンポの電源を入れると、照明器具・エアコン・音楽コンポの機器が

起動し、テレビ・レコーダーの電源が入っていれば電源を切るというようにプロ

グラムを構築する。

　このシステムを導入することにより、オペレーション回数が減少すると考えら

れ、それに伴い家電製品の電源の切り忘れ回数も減らすことが出来ると考えられ

る。

図 6:システム配線図
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第４章　実験

４.１　概要

　今回の実験では提案したシステムを導入することにより、どれだけ利便性が向

上したのか確認する。

　具体的には、リモコンの操作回数（オペレーション回数）に注目し、すべての

家電機器を操作する時の家電用リモコンのオペレーション回数の変化をシステム

導入前・導入後で比較する。このとき、オペレーション回数が少なければ少ない

程利便性が高まると考えた。

　また、検証したオペレーション回数を元に家電製品の電源の切り忘れ回数を計

算する。この検証については切り忘れ回数が少ないほど利便性が高まると考える。

それぞれの機器の切り忘れ確率は次の表の値を用いた。IRemoconはシステムの誤

作動の可能性も含めて高めの確率に設定している。

４.２　実験方法

　今回の研究目的であるワンルームのマンションに一人暮らしをしている利用者

のある１週間の生活パターンをモデル化し、その利用者でのシステムの導入前と

導入後で変化を比較する。

　「照明器具・テレビ・レコーダー・音楽コンポ・エアコン」の５つの家電製品

について検証するものとする。

• システムの導入前と導入後でのリモコンの総オペレーション回数を比較す

る。

• システムの導入により、機器を切る回数も減ると考えられるため、家電製

品の切り忘れも減ると仮定できる。そこで、機器を切る回数と切り忘れる

確率機器ごとに出し導入前と導入後で切り忘れ確率も計算する。

表 1:機器の切り忘れ確率

機器 照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ iRemocon
2 4 3 3 1 5確率(%)



４.３　実験条件
• ワンルームのマンションに一人暮らししている利用者を被験者とする。

• 「照明器具・テレビ・レコーダー・音楽コンポ・エアコン」の各家電製品

は同じ部屋にあり、すべての機器でiRemoconから出される赤外線信号を受

信できるものとする。

• エアコンに関しては季節により使用しないこともあるが、シミュレーショ

ンではエアコンも利用するものとする。

• 今回プログラムに登録したシーン別に同時処理する機器を表２に記述する。

• 家電製品毎の切り忘れ確率は表１を利用する。

表 2:シーン別の家電製品の同時制御機器一覧
シーン 照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ

ON ON ON OFF OFF
OFF OFF OFF OFF OFF

帰宅時 ON ON OFF OFF OFF
ＤＶＤ鑑賞 ON ON ON ON OFF
音楽鑑賞 ON ON OFF OFF ON

起床時/テレビ鑑賞
就寝時/外出時



第５章　実験結果と考察

５.１　実験結果

　以下の表４から表９に１週間分の被験者の行動を調べ、各家電製品の使用時間

帯と不使用時間帯を記録したものを示す。そのデータを元に実験結果をまとめる。

　各曜日毎に表を作り、行動を１時間区切りにし、その時間の利用者の行動を示

し、それに伴い利用中の家電機器をそれぞれ色を付けて表示する。

　例えば、表３の月曜日の行動では照明・エアコン・テレビは使用しているが、

表５の水曜日のようにレコーダー・音楽コンポは利用していないことが読み取れ

る。

　これにより、どの時間に機器を使用したのか、また、切ったのかを把握できる

ようにする。

　また、その表から各曜日毎にシステム導入前のリモコンの操作回数とシステム

導入後のオペレーション回数「ＯＮ・ＯＦＦ合計」「ＯＦＦのみ」を出し、表の

下にそれぞれ記載する。



　

表 3:各家電製品の使用時間帯と不使用時間帯（月曜）

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 行動
０時 帰宅
１時
２時 就寝
３時
４時
５時
６時
７時
８時 起床
９時
１０時 外出
１１時
１２時
１３時
１４時
１５時
１６時
１７時
１８時 帰宅
１９時
２０時 テレビ鑑賞
２１時
２２時
２３時

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 合計
5 5 5 0 0 15
2 2 2 0 0 6

6
2

導入前(ON･OFF合計)
導入前(OFFのみ)
導入後(ON･OFF合計)
導入後(OFFのみ)

表 4:各家電製品の使用時間帯と不使用時間帯（火曜）
照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 行動

０時 録画再生
１時
２時 就寝
３時
４時
５時
６時
７時
８時 起床
９時
１０時 外出
１１時
１２時
１３時
１４時
１５時
１６時
１７時
１８時 帰宅
１９時 テレビ鑑賞
２０時
２１時
２２時
２３時

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 合計
4 4 4 3 0 15
2 2 2 1 0 7

7
2

DVD鑑賞

導入前(ON･OFF合計)
導入前(OFFのみ)
導入後(ON･OFF合計)
導入後(OFFのみ)



表 5:各家電製品の使用時間帯と不使用時間帯（水曜）
照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 行動

０時
１時
２時 洗濯
３時
４時 就寝
５時
６時
７時
８時
９時
１０時
１１時 起床
１２時
１３時 録画再生
１４時
１５時
１６時
１７時 外出
１８時
１９時
２０時
２１時
２２時
２３時 帰宅

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 合計
4 4 3 3 2 16
2 2 2 2 1 9

6
3

導入前(ON･OFF合計)
導入前(OFFのみ)
導入後(ON･OFF合計)
導入後(OFFのみ)

表 6:各家電製品の使用時間帯と不使用時間帯（木曜）
照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 行動

０時 テレビ鑑賞
１時 就寝
２時
３時
４時
５時
６時
７時 起床
８時 外出
９時
１０時
１１時
１２時
１３時
１４時
１５時
１６時
１７時
１８時
１９時
２０時 帰宅
２１時 テレビ鑑賞
２２時
２３時

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 合計
4 4 4 0 0 12
2 2 2 0 0 6

6
2

導入前(ON･OFF合計)
導入前(OFFのみ)
導入後(ON･OFF合計)
導入後(OFFのみ)



表 7:各家電製品の使用時間帯と不使用時間帯（金曜）
照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 行動

０時 音楽鑑賞

１時

２時

３時 就寝

４時

５時

６時

７時

８時

９時

１０時 起床

１１時

１２時 外出

１３時

１４時

１５時

１６時

１７時

１８時

１９時

２０時 帰宅

２１時 テレビ鑑賞

２２時

２３時

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 合計
4 4 3 0 2 13
2 2 1 0 1 6

6
2

導入前(ON･OFF合計)
導入前(OFFのみ)
導入後(ON･OFF合計)
導入後(OFFのみ)

表 8:各家電製品の使用時間帯と不使用時間帯（土曜）
照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 行動

０時
１時 就寝
２時
３時
４時
５時
６時
７時 起床
８時 外出
９時
１０時
１１時
１２時
１３時
１４時
１５時
１６時
１７時
１８時
１９時
２０時
２１時
２２時 帰宅
２３時

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 合計
4 4 4 0 0 12
2 2 2 0 0 6

4
2

導入前(ON･OFF合計)
導入前(OFFのみ)
導入後(ON･OFF合計)
導入後(OFFのみ)



図 7:１週間の合計のオペレーション回数の変化

ON ･OFF合計 OFFのみ
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表 10:１週間の合計のオペレーション回数の変化

システム導入前 92 46
システム導入後 38 15

オペレーション回数（ON･OFF合計） 　　オペレーション回数（OFFのみ）

表 9:各家電製品の使用時間帯と不使用時間帯（日曜）
照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 行動

０時 就寝
１時
２時
３時
４時
５時
６時
７時 起床
８時 外出
９時
１０時
１１時
１２時
１３時
１４時
１５時
１６時
１７時
１８時
１９時
２０時
２１時
２２時
２３時

照明 エアコン テレビ レコーダー 音楽コンポ 合計
3 3 3 0 0 9
2 2 2 0 0 6

3
2

導入前(ON･OFF合計)
導入前(OFFのみ)
導入後(ON･OFF合計)
導入後(OFFのみ)



　表１０に表３から表９までの１週間の合計のオペレーション回数の変化をまとめたものを

示した。その表を元にシステム導入前と導入後でどのように変化したのかわかり易いよう

に図７にグラフで表示した。

　表１０、図７からわかるように、今回の実験では１週間の合計でオペレーション回数は

システム導入前の 92回から導入後では 38回に減らすことが出来た。

　また家電製品の電源を切る回数もシステム導入前の 46回から導入後は 15回に

減少した、それに伴い家電製品の切り忘れ回数も実験結果と図２の表から計算す

ると、１週間でシステム導入前はの 1.34回から導入後は 0.75回に減らすことが

出来た。



第６章　まとめ

６.１　まとめ
　実験の結果からこのシステムを導入することにより、リモコンの操作回数および、切り忘

れ回数を格段に減らすことができた。

　ただ、結果は被験者により変わってしまう、例えば今回の被験者は帰宅時、起床時など

のタイミングで必ずテレビをつける習慣があったが、これがテレビをあまり見ない利用者で

あれば、その分の効果は減ってしまう。

　ただし、朝の外出時など急いでる時などはリモコンひとつの操作ですべての機器を消す

ことができ、使用している機器すべてのリモコンを探す時間の削減も期待できる。

　また、外出先からの使用状況の確認と操作ができることから切り忘れ時の対応も出来る。

　そして、モニタリング機能を利用し、曜日毎の起床時間・帰宅時間を学習させることによ

り自動で機器操作するようにすればさらに操作回数を減らすことが可能である。

　そのうえ、サーバーから利用状況も確認でき、外出先から機器操作できるので機器を切

り忘れて外出してしまったときも安心である。

６.２　今後の展望
　今回はワンルームのマンションに一人暮らしをしている利用者をイメージし研究を進め

たが、この方法では赤外線の信号を iRemocon からのみ送信することが可能であり、家電

機器が複数の部屋にある場合信号を伝えることが出来ないため、このシステムの導入が

高コストになってしまう。今後複数の部屋があり、同時に制御したい家電製品が別々の部

屋にある場合にも応用出来るようにしていきたい。
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